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わが友ガリバー


笛地静恵




【作者ノート】ジョナサン・スウィフトの伝記を読みました。彼が、人間の作った窮屈な世界には、とうてい入りきらない精神の自由を抱いていた巨大な人格であることを知りました。もしも、彼にたった一人でも理解者がいれば、孤独で悲惨な晩年にならなかったのではないか。そんな思いから夢を見ました。小説に書きました。お読みいただければ幸いです。スウィフトが好きだった、スカトロジーの風味を添えてあります。苦手な方は、立ち入らないようにお願いしておきます。笛地静恵 2019年12月1日（日）




１・猥褻と体臭



　宮内大臣レイドレザルは、リリパット帝国の皇帝陛下から直々に、巨人担当の責任者に任命されていた。辞退したが、拒否は許されなかった。「お前以上の適任者はいない。」そう明言されれば、もうあとには引けなかった。

　彼は、ガリバーに好意を持ってはいたが、自分の立身出世のために、利用するつもりでもいた。

　外部からの予想外の訪問者である。固定した力の均衡をくつがえす好機でもあった。政敵に打撃を与えることができる。たとえば、ブレフスキュ帝国との差し迫った戦争の武器にならないだろうか。今のガリバーは、他国間の政争に関与することに、頑強に抵抗している。だが、てなづけることはできないか。

　レイドレザルは、自分を生来の策士と捉えていた。その意味は、大蔵大臣のように金が欲しいのではない。また、海軍提督のように名誉を求めるのでもない。ただ、自分の思うとおりに人々を動かすことに満足を覚える。目的は権力だった。

　利用できるものは、何でも利用する。単なる好人物が、現在の宮内大臣という位置にまで、上り詰めることはできない。ガリバーは存在そのものが、すべてリリパット人の規格外だった。予測がつかない。そこが、楽しかった。

　今宵の晩餐の席でも、ガリバーが話題となった。皇帝陛下は、ガリバーを「歩く猥褻」という。皇后陛下も「臭い」とおっしゃる。

　このままにしては、おけなかった。

　レイドレザルも危惧している点だった。

　以前から、ガリバーの存在そのものが、「猥褻」であるという意見が高貴な女性たちの間に根強くあった。ガリバーの股間の男性自身についてである。もちろん正面から語られることはない。それだけに、下水道の黴のように、上流階級の地下に瀰漫していた。

　リリパットで手に入る、最も厚い生地を三層に重ねた特製の衣服であっても、隠すことはできていない。隆々と存在を主張していた。

　ガリバーの移動の際、首都ミルランドの民は、どうしても下から見上げることになる。そこに視線が行ってしまうのだ。

　ガリバーは、御料林の便所への移動に主要な大通りを使っている。道幅が狭い場所では、左右の家ごと踏み潰してしまうからだ。

　目撃者はつねに沿道にいた。

　しかし、なんといっても、ガリバーの男性自身を有名にしたのは、皇帝陛下その人がきまぐれに思いつかれた、あの奇想天外な行事である。

　仁王立ちになったガリバーの両足の間を、六千人以上の軍隊に行進をさせた。何のために、あんなことをしたのか。しないでも、よいことだった。大群衆が一部始終を見物した。拍手と歓声と笑いを持って迎えられた。火に油を注いだ。

　あの日から、彼のそれは、庶民の間でも有名になってしまった。

　たしかに、当時の彼のズボンや下着は、ぼろぼろで穴が空いていた。そこから内部を覗き見ることができた。

　そして、下々のものばかりではなかった。

　皇帝陛下のご命令で、ガリバーは、宮殿を表敬訪問した。その際には、貴族の婦女子の皆様も、城砦を跨ぎ越してくる彼の威容を、つぶさに観察することができた。さぞかし度肝を抜かれたことだろう。

　皇后陛下も印象に残っているようである。ガリバーが、彼女の手にくちづけるために、すぐ前の庭にひざまずいたからである。

　今は、ガリバーの衣裳に関しては、それほどに破廉恥なものではない。客観的に評価しても、まあ、かろうじてボロではないといえる代物にはなっていた。

　仕立屋たちは、精一杯の努力をしている。その結晶である。彼らは、できるだけのことをしたのだ。その点は、認めてやるべきだ。やるべきことはやっている。今なお、新作を準備中である。

　しかし、一度、広まった噂は、消えることがなかった。

「ガリバーの逸物は雄大である。」

　酒場では男女が酔って放言する。そして、意味深長な笑いを浮かべるのだ。

　大蔵大臣フリムナップは、この状況に乗じて、レイドレザルへの攻撃を強めていた。

　国庫は、ガリバーひとりのために、一日に六百人分の人件費や、五千人分以上の食費などを、負担していた。予想外の膨大な支出である。フリムナップを心配させている。

　それに加えて、フリムナップはある種の妄想にとりつかれていた。妻の馬車が、ある夜、ガリバーの住まいを訪れたというものである。

　レイドレザルの調査では、そのような事実はいっさいなかった。しかし、妻の不倫を疑う男の心をなだめることは、できなかった。

　噂の出所は、軍隊である。スカイレッシュ・ボルゴグラム海軍提督が、その網の中心にいる蜘蛛だろう。

　レイドレザルとフリムナップは、隣国のブレフスキュ帝国との軍事的な緊張によって増大する軍事費を、協力して削減した。かつては盟友だったのである。

　二人は綱渡りの競技会で長年の好敵手でもあった。皇帝から名誉の赤い綱を頂戴している。現在の地位を得るきっかけともなった。

　民衆を悲しませ、国力を疲弊させる戦争は、何としても避けたかった。

　そのために、御前会議の席上で、ガリバーが国家転覆を画策する反逆者であると、口汚く罵倒する演説に、ボルゴグラムは熱弁を奮った。一定の賛同者を集めている。明らかに、レイドレザルに向けた間接的な非難の言葉だった。ガリバーが政争の切り札になってしまった。

　今度の事件で、大蔵大臣フリムナップが、海軍提督の側についてしまった。予断を許さない状況が続いている。防波堤が決壊した。海軍の暴走を防ぐ手立てがない。隣国のブレフスキュ帝国との間で、いつ海戦が勃発しても、当然という状況下にある。

　ガリバーは、敵味方ともに、騒動の渦中にいた。

　皇帝陛下御自身は、巨人ガリバーの一挙一動を面白がっている。目の届く範囲に置きたがった。まるで思いがけず手に入れた大きな玩具だった。彼を首都から遠ざけて、御料林の内部に身を隠させるというレイドレザルの計画は否定された。

　そうすると、ガリバー自身に何とかしてもらうしかない。少なくとも、あの顕著な勃起という現象を、緩和できないものだろうか。

　だが、男性の生理的な自然現象に、どのように対処したらよいのだろうか。やめてくれと言って、やめられるものではない。

　それに、ガリバーが、難破してリリパット帝国の岸辺に流れ着いてから、もう数か月が経過している。その間、もちろん彼は、女人の肉体を体験していない。自己申告に寄れば三十八歳であるという。さぞかし、壮年の男の欲求不満が溜っているだろう。どうすればいいのか。

　レイドレザルは、例によって頭脳を回転させていたが、名案は浮かんでこなかった。

　皇后陛下の「臭い」という指摘についても、大同小異だった。

　暑い日には、ガリバーだって汗をかく。巨人も人間だ。石像ではない。

　彼の周囲の空気は、街の数区画という単位で、彼の体臭に染まった。

　さいわいレイドレザル自身は、不快を感じなかった。しかし、皇后陛下のように、とくに貴族階級の高貴で繊細な御婦人は、健康や気分を害する方が続出した。

　遠い海岸の避暑地に避難される場合も多かった。

　レイドレザルの救いは、平民層が黙っていることである。さぞかし我慢の日々なのだろう。

　特に、この古代の神殿の周囲には、ガリバーの世話をするための住民が、六百人以上は、空いた住居や、仮設の住宅などに分かれて住んでいる。

　彼らは、宮殿や屋敷街の貴族たちよりも、はるかにガリバーの至近距離にいる。だが、不満を漏らすのをきいたことがない。

　巨人の存在とともに、現状に、徐々にだが適応していったのだ。なにしろ、彼らの飯の種である。

　そんな夜のことだ。

　レイドレザルは、館に老婦人の訪問を受けた。

　首都でも、もっとも古い歴史のある娼婦の館の支配人である。男女の色の道には不調法のレイドレザルでさえも、その名前だけは知っていた。

　だが、美少年という花は、あまりにも早くうつろい散ってしまう。彼は、しばらくは恋愛をするつもりはなかった。

　しかし、老人の知恵には、いついかなる場合であっても、耳を傾けるというのが、彼の主義だった。居間に通した。高齢だった。年齢が顔に無数の皺を刻んでいた。

　白髪の老婦人シーリアの話しは、声が小さくひび割れて聞きづらかったが、内容は驚くべきものだった。

　彼女たちは、古代にあの神殿で行われた密儀を行う巫女たちの裔だというのだ。彼が生まれる何代も前のことである。

　そして、彼女たちには巨人をもてなすための秘儀が、今なお伝授されているという。その焼失した木製のご神体は、人間の男根を象ったものであるという。人間の二倍以上の背丈があった。

「皇帝の絶大な信頼を得る英明なレイドレザル様が、なぜ巨人が、この国を訪問するのを、今回が初めてであると、お決めになっていらっしゃるのでしょうか」

　老婆シーリアの細い目は、鋭い光を宿した。

「リリパット帝国は、海に囲まれておりまする。浜辺に流れ寄るものは、二個の椰子の実。胸を寄せれば流露の想い。八重の潮じお」

　老夫人は、言葉に歌のような抑揚をつけた。それは、海岸地方に伝わる童謡の一節だった。

「巨人を喜ばせる舞踏の技が、古来より研がれ磨かれておりました。神殿に生贄が捧げられました。すでに古代の神への道は、開かれております。我らの出るべきときが、参りました」

　老婆シーリアの歯の無い口が赤黒く笑った。奥深い闇があった。

　彼は、ともあれ娼家を訪問することを約束させられていた。

　海軍提督フリムナップが、あの館の上得意の客であると思い出したのは、客が退出してからあとのことである。何かの罠かもしれない。しかし、彼は、自分が行くであろうことは、わかっていた。

　リリパット帝国は、かつてガリバーに六人の罪人の処理を一任したことがある。もし、あのときに、彼らに何らかの危害を加えていれば、残虐な性格の巨人だとして、ガリバーは処刑されるところだった。毒矢を番えた百人の射手が、ガリバーを狙っていた。しかし、彼は、慈悲のこころを示した。

　海軍提督が課した狡猾な罠である。危険な入国審査にガリバーは及第したのだ。

　ガリバーの性格の温厚にして誠実なることは、今やリリパット国民のみなが知るところである。

　しかし、レイドレザルが特に好意を持つ点は、ガリバーのやさしさばかりではなかった。新しい試みを、興味津々で受け入れる進取の気性を持っている点だった。

　たとえば、ガリバーのハンカチの上を、馬に歩かせるという、皇帝が提案したたわいないゲームも、それなりにともに楽しむことができる性格だった。

　この点で、頭の固いボルゴグラム提督とは、対極にある。柔軟な個性だった。子どものような好奇心の持ち主だった。

　宮内大臣レイドレザルは、ガリバーに近い。だから、好感を抱くのだ。ガリバーならば、今回の大胆な試みにも、賛意を表してくれるに違いない。

　レイドレザルは、そう信じたかった。



あんまりやらない手前味噌の紹介を


古川モトイ




　新型コロナフィーバーで在宅時間が長くなった皆様、こんにちは（わ）。古川モトイです。自粛期間が長かったおかげさまで普段から個人制作をされている方はストレスを感じながらも色々作ったのではないでしょうか。私もそこそこモノを作っておりますので、少々、注釈を入れながらご紹介してまいりたいと思います。パンデミックのときぐらい、「家でこんなことやってます」って声高に叫んでも罰は当たらないでしょう。参考までに投稿された日付も書いておきますね。




ヒマジャンね（2020/05/01）
https://twitter.com/COOL_METABOLIC/status/1256203755256602629?s=20

作詞/作曲/編曲/歌/COOL_METABOLIC

　聞けば分かると思いますが、ヒマであることをつらつらと歌っただけのやつです。コーラスは自分で多重録音しています。自分でコーラス重ね録音は結構得意なテクニックだと思っています。あとは星野源さんの「うちで踊ろう」もオケの打ち込みとコーラスやって投稿していますが、URLの紹介は控えます。




ソーシャルディスタンス（2020/04/21）

https://twitter.com/sunoise/status/1252268698032717825?s=20

作詞/よーし　作曲/編曲/歌/COOL_METABOLIC

　懐かしい感じの男性アイドル曲を意識して作りました。こういう曲調で何か作っているときは、90%悪ふざけです。




　あと、いつかすごく時間が出来たら、機動戦士ガンダムの二次創作作品を小説で書いてやろうとずっと目論んでおりまして、そのためにサンライズ作品の二次創作が許されるサーバー「ひのぼりネット（http://www2.hi-nobori.net）」をいつか契約しようと狙っていたのですが、うだうだしていた2016年3月31日にサービス終了してしまいました。結果、もう書く機会はないかなと思っていたのですが、コロナ自粛で暇な間に調べたところ「WEB小説投稿サイト・ハーメルン（https://syosetu.org）」の二次創作カテゴリに普通に「ガンダム」と書いていたので、書きました。




翡翠の弾丸～ゾックはかく戦えり

https://syosetu.org/novel/221178/




　今回、書くにあたって「10万文字は超える」という目標がありまして、なぜかと申しますと「10万文字ブースト」なる言葉があるからなんですが、10万文字超えると閲覧がのびるよと、そういう話らしいです。なのでとりあえず10万超えてみました。あとは、人気WEB小説サイト「小説家になろう」のランキングトップ5のタイトルが、とにかく長い。もはや作品名じゃなくてあらすじなのですが、それを誰かが「最近の読者は結末が分からないと怖くて読めない」と分析している方がいて、そこは迎合してみてもいいなと考えまして、




ジオンの補給担当だったんだが、なりゆきでゾックで大気圏脱出して、コロニー落としから地球を救うために頑張る話

https://syosetu.org/novel/221178/




　とタイトルを変えてみました。そうすると、なんか多少閲覧が増えたかなーぐらいの印象でした。そうこうしているうちに141,481文字で完結しまして、（多分、今後手直しが入るので、若干の増減はするのですが）まあひと仕事やったなという感じだったのですが、完結したらやはり多少閲覧数が伸びました。そこでデータを見てみると、第71話まである話数の中で第1話の閲覧数2081（2020/06/25時点）に対して、最終話が閲覧数1461もあります。70話では閲覧数262となっているところを見る限り、1461が「1話から順番に見てたどり着いた読者」ではないことは明らかなので、やはり「結末（最終話）を見てからじゃないと安心して読めない」層が多いのだろうな…という感想です。




　自宅からは以上です。




リビングデッド・シスター


弾射音




41（最終回）




　船長がぶるぶる震えながら何かを言っている。しかし僕は彼が何を言っているのか全くわからなかった。日本語かテイ国の言葉かすらわからなかった。僕の目は、冴子の姿に吸いつけられていた。

　冴子は僕たちを見ると、とたんに威嚇するように唸り声をあげた。目元が険しい。全身がずいぶん腐ったようで、悪臭はさらにひどくなっているようだ。着ているパジャマが体液でべちょべちょになっている。斑点だったところがくぼみになっており、ところどころ、肉が垂れ下がっている。

「冴子……」

　思わず声が出る。出たのは声だけではなかった。僕は自分でも気づかないうちに涙を流していた。そのまま、二歩三歩、よろよろと歩み寄る。

　冴子は檻の金網を両手で掴み、力任せに揺さぶった。相当僕を食べたいらしい。食べられてもいいと、そのとき思った。妹のためなら、僕は死ねる。

　しかし。

　僕は死ににきたのではない。けじめをつけるために、ここに来たのだ。

「高梨さん」

　堀江が言った。

「妹さんですか」

「はい……そうです」

「どうしますか」

　数瞬、返答に窮した。だが、何を言えばいいのか、何をすればいいのか、最初からわかっていた。

「僕の妹です。僕がけじめをつけます」

　僕は冴子に目を戻した。

「ごめんよ、冴子」

　さらに近づく。これ以上近づくと掴まれそうなくらいに近づく。

　そして、腕を上げて銃口を冴子の頭に向けた。




　これでわかっただろう。僕の妹は、単なるゾンビではなかった。日本におけるゾンビ第一号だったのだ。

　今回のゾンビ騒動も、どうやら何とか収束してきたが、まだまだ油断は禁物だ。行方不明者はまだ何百人もいる。そのうちのかなりの数が、ゾンビとしてうろついているのではないか。暗い場所や物陰に潜み、人間が通りかかるのをひたすら待っている。そして一度噛まれれば、君もゾンビになってしまうのだ。

　警察や自衛隊が必死にゾンビを探し回っている。その成果は程なくあらわれるだろう。日本にゾンビがいなくなる日は遠くないと、僕は確信している。だから、君も警察や自衛隊には全面的に協力した方がいい。どこかでゾンビを見かけたら、すぐに通報してほしい。

　そして、もしも自分がゾンビに噛まれたとしたら、悪いことは言わない、どうか、最寄りの病院に行った方がいい。今ではどこの病院でも、安楽死の設備を整えている。

　僕が冴子をどうしたのかって？　ご想像に任せるよ。でも、少なくともこれは言える。僕は正しいことをした。やましいことは決してしていない。僕は父や母とは違う。世間体だけを考えて、ゾンビを匿うようなことは、僕は最初からしなかったのだ。

　いずれにせよ、僕の長い話はこれでおしまいだ。もう言うべきことは何も残っていない。

　おや、君、首のあたりに斑点がいくつもあるぞ。なんだか、ひどい匂いもする。あ、肉が垂れ下がってきたじゃないか。

　だから、隠しても無駄だって言ったのに。







〈了〉


リモートでライブペイントをやってみる


murbo




　COVID-19に対する政策の影響でイベントがなくなり、まあぼんも活動する場もなくなり、どうしようかと考えあぐねることもなく、さくっとオンラインに活動の場を移しました。が、技術を移すのはともかく、内容は移行が難しいです。4回くらいやってまぁなんとかそこそこくらいのシステムになりました。

　毎回お知らせと事後報告のブログを書いていたものを再構成（加筆修正）でお送りします。



　COVID-19への対策として社会活動の自粛があります。政府や地方自治体独自の緊急事態宣言とそれに類するものですね。このおかげでイベントなどがほぼ中止になりました。ほぼじゃないですね、全部中止です。そうですか、中止ですかと丸呑みしていたのでは活動はできません。それと元々イベントなどに参加できない月はオンラインで公開できないだろうかとは目論んでいました。しかし、目論んでいるだけだったのでいつの間にか会って制作することさえ微妙な感じになりました。さすがにリモートで描くつもりはなかったので困りました。仕方ないのでネット越しで描けるツールを探してそこそこ使えそうなものを選んで一回お試ししまして、これまでのような絵の具で描くようには難しいことが多いものの、多少ツールにやれることを寄せれば描けるのでしばらくこの方法で描こうと思います。




　一回目は相方のまーびんさんの声が入っておらず。一人もしくは全員同じ場所でやってるのはともかく、遠隔地となると勝手が違ってトラブル多いですね。

　描いた絵。雑多にとりあえず描いただけになってしまったのは、この描き方になれるために描いていることもあります。このサイズで原寸。かなり小さい。






　当初は定期的な配信を考えていなかったので次をいつやるか全く想定しておらず、少なからず認知のためにも定期配信日を考えました。毎週水曜午後9時頃から多分一時間くらいを予定しました。実際はセッティングやkakooyo!の描く場所がわからず、探すのにものすごく時間がかかってしまって二時間以上配信していました。流石に長いし、描いていても疲労してしまう。

　現在も同様ですが、絵は描いている画面だけです。自分たちを映さないのは配信システムが僕側にしかなく、まーびんさんをシステムが組めないからです。ZOOMがあるじゃないか。なんですが、これ以上パソコンを増やせないのであしからず。一つの工程に一つのパソコンみたいな状況なのです。これがしんどい。

　描くツールはKakooyo!を使っています。https://www.kakooyo.jp/これが自分たちにとってベストではないのでいずれ変更するかも知れません。今はKakooyo!なのでKakooyo!のサイトからも見ることはできます。チャット機能は使わないので話している内容はYouTube配信しか聞くことはできません。

　配信サイトはYouTube、配信ソフトはOBS、ペイントツールはKakooyo!です。

　ハードウェアは配信にはMac Book Air（たまたま空いていたのがこのノートで、これがベストではないです。）、描画にiPad Pro、その他音声周りはよくあるローコストの定石を少々。Apple Pencilは僕しか持っていないことと、タッチのつき方があまり好きじゃないので自作か既製のスタイラスを使っています。

　二回目もシステムは同様ながら、音が出ているのにバランスが悪く、僕の声がものすごく小さかった。これは小声で話しているのでなく、音声レベルが低い意味です。



　描くものをはっきり決めなかったので今回も大幅に時間がかかってしまいました。迷いまくって落とし所が全く見えないものになった。これは絵としても配信としても大反省。真面目にやらないといけないね。




　リモートで描くのはもう一つ考えていました。この猫はその一案として描きました。

　描き方。



　モチーフなりテーマを2人で決める。



　以前から猫とハートをモチーフに簡単なものを描けないかと思っていて、こんなのどうっすかと、重い腰を上げて描いて送る。



　重なり具合が分かりづらいので色分けする。ついでにクリンナップ。



　しかし表情が同じだし、もう一息デザインっぽい感じにしたいので描き直し。やっぱり分かりづらいのでクリンナップして色分け。今度はシルエットがハートじゃなくなってしまったので描き直し。



　やっぱり分かりづらいのでクリンナップして色分け。今度はシルエットがハートじゃなくなってしまったので描き直し。



　まぁ、このへんでどうっすかねぇ。撮影してクリンナップ。彩色ようのあたりにするので鉛筆の細い線のまま。ここまではメッセンジャーなどでやりとり。その場で相談できないと時間かかり過ぎでレスポンス悪くてだた指示をもらっているだけになってしまう。ここ反省点。



　撮影してまーびんさんに送る。



　彩色と追加書き込みしたもの。撮影したものを加工します。



　線画を上から描きたして文字とハートを拡大したりレイアウトします、文字がないのは抽出してパス化後、別のファイルにしているのです。

　2人で確認して完成。



　が、

　リモートで描いてはいるものの一緒に同時に描いているとは言い難く、例えばイラストバトルのようなお互いのやりかたを隠してとか、片方が完全にイニシアチブを持って描いているならいいかもしれないですね。

　何とかなるんじゃないかと思ったんだけどな。上手に描ければいいんじゃないんだよ。まあぼんでやりたいのは2人で同じ場所に同時に描きたいんだよ。とまぁ、うまくいくんじゃないかと思ったら全然そうではなかった仕組み。ハートの猫の絵はいいんだけどね。


　三回目のリモートライブドローイング。まだまだ機材などの試行錯誤があり、ただ描くまでに至っていないのが恐縮です。



　描いた絵。ネット上で複数人で描けるサービスkakooyo!と今回用に用意したスタイラスがあまりに描きづらく、断腸の思いでApple Pencilに持ち替える。

　四回目。

　毎度毎度の試行錯誤、そろそろ慣れてきちんと出来てもいい頃なんですが。リモートライブペイントほんと難しい。配信についてのテクニカルなこと。

　お互いが話すのは問題ないんですよ。懸案は遠隔地にいる二人が絵を描くためのアプリケーションですね。そこそこ使えるんじゃないかと探したのが２つ。MagicalDrawとkakooyo!です。どちらもiOSアプリで描いています。しかし、所謂お絵かきチャットシステムをみなしで使っているために思ったような機能があったりなかったり、どちらも帯に短し襷に長し、なのです。他にもアプリやツールがあれば試したいですね。

　このリモートライブペイントはイベントに参加して直接描けないための暫定処置であって本格的にやり込むつもりはないんです。とはいえ、贅沢が言えるならまあぼんオリジナルのリモートペイントアプリが開発できたらいいです。自分たちで実制作は出来なくてもどなたかと協力して制作することが出来たら。というくらいに描いていてストレスがあるんです。根本的にソフトのレスポンスが良くないこともありますね。これについては改善できるのかどうかわからないので出来ないのであれば理由を知りたいです。

　今回からMagicalDrawに描くシステムを変更しました。Kakooyo!ではお互いが描いた線や塗りを消すことが出来ないからです。これだけのことでまあぼんでやりたいことが変わるのです。もともとイベントで紙に描いていたときは僕が線画を描いている途中からまーびんさんが塗り始め、塗った後から加筆したり、僕が塗ることや輪郭をとらずにまーびんさんが直接描くこともあります。道具で書き方が大幅に変わるのはあまり好きではないのでリモートでもイベントと似たような書き方ができることを考えています。



　五回目。



　引き続きMagicalDrawで描いています。またも各場所を見つけられず時間をとられる。なかなかうまく行かないね。どうして見つけられないか見当がつかない。みつけられていないのはまーびんさんだ。僕のやり方が悪いのか。

　今回からBGMをつけた。これも自作している。大したことはなく、ループトラックをKORG Gadget2で作ってAbleton Liveで再生している。これ専用にMac Book Airを当てている。Mac Book Airを使っているのはたまたまこれがあったからだ。こうやってそれぞれ単一の仕事を割り当てないと挙動が不安定になることが多いからだ。トラブル回避のために再起動などしなければならないときも他の作業に影響しなくてよいのだが、場所ばっかり取るし、実際パソコンを必要台数用意できるか問題がある。多分今が限界じゃないかな。

　図にするとシンプルなのでしんどさが見えないなあ。



　外で描けるようになるまでの暫定措置とはいってもそれなりに格好つけたいと思う。もうちょっとがんばります。





既刊本紹介


【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
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